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令和４年度第２回総合教育会議議事録 

森課長  ただいまから令和４年度第２回豊頃町総合教育会議を開催いたします。

はじめに按田町長よりご挨拶いただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

按田町長 本日はお忙しい中、本会議にご出席いただきありがとうございます。ま

た日ごろより本町の教育行政推進にご理解とご助言をいただいていること

につきまして改めてお礼申し上げます。 

 今回の議題になっている、「部活動の地域移行」につきましては、前回の

総合教育会議でもアウトラインの説明があった議題となっています。 

 その後、児童・生徒や保護者へのアンケート調査も実施しているところ

でございますので、その結果等についても後程、担当者から説明させてい

ただきます。 

現状では豊頃町単独で部活動を実施していくのは難しい状況となってき

ています。そのため、今後は近隣の町を含めた東部地域などの広域で何を

残していくのかを協議していく必要があると思っています。また、協議に

ついても慎重に皆さんの意見等をまとめながら進めていくことが重要だと

思っています。 

結論についてはまだ先になりますが、教育委員の皆さんにもしっかりと

認識をもっていただいた上で、ご意見・ご審議を賜りたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

森課長 このあとは、会議の運営要綱第３条の規定に基づきまして、町長が会議

を進行いたします。 

按田町長 それでは、協議・調整事項に入ります。部活動の地域移行について事務

局から説明をお願いします。 

佐藤係長 部活動の地域移行について、前回（第１回目）の会議において、ガイド

ライン等の説明がありましたので、今回は概要のみ説明させていただきま

す。 

現状の部活動の課題は、少子化等の進行が深刻な状況となっており、特

に中学校生徒の減少が加速化しており部活動の持続可能性という面でも厳

しさが出ている状況です。その中で、教職員の働き方改革によって、競技

経験の少ない教職員が指導せざるを得なく、休日も含めた部活動の指導と

いう面で、教職員にとって大きな業務負担となっているのが現状となって

います。 

これまでの国の対応は、平成３０年３月と１２月において、運動・文化

部活動の在り方に関する総合的なガイドラインが示されました。そちらで
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は、学校と地域が協働・融合した形で地域スポーツ・文化芸術等に親しむ

ことができる環境整備を進めることが示されています。 

また、令和２年９月、学校の働き方改革を踏まえた部活動改革において、

令和５年度以降、まずは休日の部活動から段階的に地域移行を図るという

ことが示されております。 

この中で、目指す姿として、少子化の中でも子どもたちがスポーツ活動

及び文化活動に継続して親しむことができる機会を確保し、同時に学校の

働き方改革を推進することで、学校教育の質も向上することが目指す姿と

なっています。 

今後の改革の方向性として、段階的に休日の部活動から地域移行してい

くことを基本とします。目標時期は令和５年度を開始として、３年後の令

和７年度末の３年間を目途として、部活動の地域移行を進めていく方向性

が示されています。 

続いて議案５ページ・６ページをご覧ください。５ページでは、令和５

年３月時点の豊頃中学校における部活動加入状況について記載していま

す。体育系の部活動は、野球部、男子バスケットボール部、女子バレーボ

ール部、女子ソフトボール部、スケート部の５部活があります。文化系の

部活動は、吹奏楽部のみとなっています。各学年の部員数については、記

載のとおりとなっています。 

令和４年度時点における豊頃町、池田町、浦幌町の部活動の状況につい

てですが、野球部は、豊頃町、池田町、浦幌町の３町が合同チームを結成

している状況です。バスケットボール部については、豊頃町が単独で部活

動を行っています。池田町は幕別町の２町と合同チームを組んでいる状況

です。女子バレーボール部については、豊頃町、幕別町の２町が合同チー

ムを組んでいる状況です。ソフトボール部については、豊頃町と幕別町の

２町で合同チームを組んでいる状況です。スケート部については、広域で

クラブチームという形をとっています。吹奏楽部については、各町それぞ

れ単独で部活動を行っている状況です。 

その他の部活動では、池田町ではサッカー部が池田町と幕別町の２町で

合同。個人競技では、卓球部とバドミントン部があります。浦幌町ではサ

ッカー部が本別町と合同チームで活動をしていることと、アイスホッケー

部が十勝管内の連合チームを組んでいます。個人競技では、陸上部とバド

ミントン部があります。 

豊頃町の部活動外では、豊頃中学校３名の生徒が幕別のサッカークラブ

に所属していることと、アイスホッケーでは１名の生徒が十勝管内の連合

チームに参加している状況です。 
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続きまして、前段の町長挨拶でもありました、令和４年１１月に実施し

た、部活動の地域移行に関するアンケート調査の結果概要、別紙資料１に

ついて説明します。 

まずアンケートについては、昨年１１月に北海道教育委員会から全道の

各市町村にアンケート調査の依頼がありました。本町においても教育委員

会から各小中学校へアンケートを依頼・回答していただき、集計したもの

がこちらの資料になります。 

アンケート対象は、４対象で、１つ目の対象は、小学校５年生及び６年

生の児童。２つ目として５、６年生の保護者。３つ目として中学生の生徒。

４つ目に中学校の生徒の保護者が対象となっています。 

資料１ページ目。小学生５年生及び６年生のアンケート結果、設問１「中

学校の部活動に求めるもの」では「仲間とのよい人間関係をつくること」「ス

ポーツや文化に親しみ、楽しむこと」の回答が多くを占めています。設問

２「放課後に参加してみたい部活動」では半数以上が「学校の部活動」に

参加してみたいと回答しています。また、「まだ決めていない」と回答した

児童は全体の３割となっています。 

資料３ページ。設問５「休日の地域部活動で参加したいもの」では「平

日の部活動と同じ種目」に参加したいと回答した児童が全体の３割。「参加

したくない」と回答した児童は全体の４割ほどとなっています。 

資料４ページ。小学校５年生及び６年生の保護者のアンケート結果にな

ります。設問１「中学校の部活動に求めるもの」として、「人間として成長

し、自信をもてるようになること」の回答が一番多く、次点では「仲間と

のよい人間関係をつくること」や「体力や技能などを向上させること」の

回答が多くなっています。設問２「中学校で参加させたい活動」では、保

護者の半分近くが「学校の部活動」に参加させたいと回答しています。ま

た、「まだ決めていない」と回答した保護者は全体の約４割となっており、

小学生５・６年児童の回答結果と同様になっています。 

資料６ページ。設問５「休日の地域部活動で参加させたいもの」では、「平

日の活動と同じ種目」の回答が一番多く、全体の約６割となっています。 

資料７ページ。「参加費用（月額）はいくらまで許容できるか」では、全

体の４割程度の保護者が１，０００円、１，５００円、３，０００円、５，

０００円ということで、１，０００円から５，０００円の間で回答してい

ます。 

続いて、中学生のアンケート結果になります。設問１「中学校の部活動

に求めるもの」として、「大会やコンクールなどでよい成績をとること」「体

力や技能などを向上させること」「人間として成長し、自信をもてるように
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なること」「仲間とのよい人間関係をつくること」の４項目が多い回答とな

っています。設問２「所属している部活動等」では、全体の約８割が「学

校の部活動に所属」と回答しています。また、「地域のクラブ等」に回答し

たものは、９ページの設問３、所属している地域のクラブ等が記載されて

いる中で、「サッカー」「アイスホッケー」「トランポリン」「和太鼓」の回

答がありました。 

続いて１０ページ。設問５「部活動の休養日について」では、「現状と同

じでよい」の回答が全体の７５％。設問６「平日の部活動時間について」

も「現状と同じがよい」の回答が全体の７８％となっています。 

１１ページ。設問７「休日の部活動時間について」でも、「現状と同じが

よい」の回答が全体の７４％となっています。下段の設問８「休日の地域

部活動で参加したいもの」では、「平日の活動と同じ種目」と回答した生徒

が全体の約４割。「参加したくない」と回答した生徒も全体の約４割となっ

ています。 

続いて１３ページ。中学生保護者のアンケート結果になります。設問１

「中学校の部活動に求めるもの」では、「人間として成長し、自信を持てる

ようになること」と回答した保護者が全体の約９割となっています。 

資料１５ページ。設問５「現在の学校部活動の部費・遠征費」では、年

額「１０，０００円～３０，０００円」と回答した保護者が全体の約６割

となっています。設問６「部活動の休養日について」は、「現状と同じでよ

い」の回答が７３％となっています。 

１６ページ。設問７「平日の部活動時間について」では、「現状と同じが

よい」の回答が９３％となっています。設問８「休日の部活動時間につい

て」では、「現状と同じがよい」の回答が全体の８７％となっています。 

資料１７ページ。設問９「休日の地域部活動で参加させたいもの」では、

「平日の活動と同じ種目」の回答が全体の８割となっています。 

１８ページ。設問１１「休日の地域部活動の参加費の許容額」では、「１，

０００円～１０，０００円」の間で回答が出ています。 

アンケート調査の結果については、以上になります。 

 議案のほうに戻りまして、議案６ページになります。 

豊頃町における今後の地域部活動に関する取組について説明します。 

今後の取組では、令和５年度中に部活動地域移行検討協議会の設置を予

定しています。協議会設置の予算については、令和５年６月議会定例会に

て補正予算を提案する予定になっています。また、協議会の設置費用につ

いては、令和５年度地域クラブ活動体制整備事業補助金の活用を考えてい

ます。補助割合については、国・道が１／３ずつ補助ということで、町の
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負担割合は、１／３になります。 

また、検討協議会の構成員は、小中学校関係者及び町内のスポーツ団体、

文化団体等の学識経験者で構成する予定になり、全体で１０～１５名程度

で構成する予定になります。協議会での検討事項については、部活動の地

域移行に係る仕組みづくりに関すること。地域部活動の運営方法等に関す

ること。児童生徒等及び教職員への調査に関すること。教職員の負担軽減

に関すること。その他、部活動の地域移行に関して必要な事項について検

討・協議していくことになります。また、協議会での議論を踏まえて、令

和５年度末には、報告として取りまとめ、教育委員会議へ報告する予定と

なっています。報告後は、部活動地域移行の議論を通じて、「豊頃町や近隣

町村を含んだ、スポーツや文化芸術活動に継続して、取組める環境づくり」

に繋げます。 

また、東部十勝４町の情報共有の場として、担当者会議を定期的に開催

します。令和４年度は、幕別町を除く東部十勝３町で２回の会議を開催し

ました。会議で共有した情報については、議案５ページに掲載しています。 

今後の検討事項は、地域部活動の運営方法。指導者の人材確保。指導者

への各種支援。指導者報酬の負担について。教職員の兼職に係る整備。教

職員・保護者へのヒアリング。他市町村との連携。民間委託等について検

討していく予定です。 

最後に、資料２について説明します。 

令和３年度に国のモデル事業として、地域運動部活動の取組状況につい

掲載したものです。北海道内では、登別市、当別町、紋別市の３市町にお

いて、モデル事業が実施されました。 

登別市では、登別市バレーボール協会が中心になり、女子バレーボール

部において、休日の部活動の地域移行が実施されたものになります。実績

の中では、バレーボール協会が中心となって指導をおこなったことで、年

間で１４回、３８時間の休日の部活動をおこなったことで、教職員の勤務

時間が、約４１時間削減された結果が出ています。課題では、地域の休日

部活動の指導をバレーボール協会の協会員が実施することで、報酬等の協

会への財政支援等を継続して実施できるかが課題として残されました。 

当別町では、陸上部、野球部、バスケットボール部で、休日の地域移行

が実施されました。指導主体は、地域の民間スポーツクラブとなっていま

す。陸上部では、スポーツクラブの職員が技術指導を実施したことで、教

職員の軽減負担につながりました。しかし、野球部とバスケットボール部

では、教職員がスポーツクラブの指導員を兼職して実施したため、報酬等

の支給がありましたが、部活動の指導に従事した時間については軽減され
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ないという結果になりました。課題では、外部指導者の費用負担。教職員

が指導者として兼務するための手続き等の支援等が残されました。 

続いて、資料４ページ。富山県の黒部市において、地域部活動への移行

について、説明資料で示されたものを掲載しています。内容については地

域部活動の実施モデルや、保護者の費用負担について記載されています。 

資料の説明については以上です。 

按田町長 アンケートの結果をみると、児童・生徒の思いや、保護者の思いが見え

た部分もあったかと思います。部活動の課題等については、町としても足

を止めずに支援をしていきたいと考えています。 

まずは休日の部活動の地域移行、教職員の働き方改革や勤務の負担軽減

を図りながら休日の指導体制を整えていくことから始まると思います。 

令和５年度は、地域クラブの体制整備を含めて、検討協議会を設置しな

がら協議を進めていく形になると思います。まずは休日の部活動の地域移

行から、将来的に平日の移行も考えると、近隣町村との協議や連携が重要

になってくると思います。 

その中で、教職員の意見もしっかり聞きながら進めていかなければなら

ないと感じています。 

また、保護者の費用負担なども発生してくることから、設備の使用や費

用負担を町としても支援していく場面もあると思います。 

これまでの一連の説明がありましたが、委員の皆さんからの感想やご意

見等がありましたらお願いいたします。 

中川教育長 町長からお話がありましたように、令和５年度の検討協議会の立上げに

ついて、保護者は部活動がどのように変わるのかが中々見えていない部分

もあると思うので、協議会で協議された内容をきちんと保護者・町民に周

知をおこなって理解を示していただけるようなことから始めていきたいと

思っています。 

また、中体連がどう変わるか、今ある部活動がどう変わるか、指導する

教職員の立場がどう変わるか、ということを周知しながら進めていくこと

が中心になってくると思います。 

さらに、それぞれの町村が担う部活動について、指導スタッフの体制な

ど、豊頃町ではどのような活動が実施できるのかについて、十分なご意見

をいただいて、協議を重ねながら進めていきたいと思います。 

宝田委員 全国的な少子化の影響で、昔に比べるとできた活動や経験ができなくな

ってきている現状を感じている。今後、検討協議会の中で議論を進めてい

く中で、豊頃町の将来的な子供の人口も見据えて考えていかなくてはいけ

ないと感じている。 

全国体力・運動能力・運動習慣等調査の結果をみても、北海道の子供た

ちは体力的にも低い数値がみられたので、スポーツができる環境づくりや、

将来的にスポーツに夢をもって高みを目指せる環境を整えてあげることも

大切だと感じる。 
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按田町長 豊頃町は近隣町村に比べて子供の数が少ないが、部活動等でも一生懸命

に頑張って、優秀な成績を修めている生徒もいる。そういった子供たちが

頑張れる環境について体制を整えてあげたいと思います。 

他にご質問はありませんか。 

鈴木委員 休日の地域移行をした際に、平日の指導者と休日の指導者の違う人から

指導を受けることで、休日の練習試合や試合などで不都合が出てくること

はないのか。 

按田町長  協議を進めていくうえで、まさにそのような課題が出てくると思います。

最終的には平日の部活動についても地域移行できれば良いですが、まずは

平日に指導をおこなっている教職員とも指導について、十分に協議・連携

をとることが必要だと考えます。 

 他にご意見等ございますか。 

田頭委員  現在部活動の指導をしている教職員の意見がとても重要だと感じる。 

 休日は部活動の指導を休みたい教職員もいるが、休日も熱心に部活動の

指導をしている教職員もいる。 

 豊頃町に赴任してきた教職員に合わせて対応しなければならないことが

出てくると思う。そのようなケースはその都度対応していくのかどうなの

かを検討協議会でも議論していかなければならないと感じた。 

 協議会の委員の人数についても 10～15名での構成が適切なのか。協議会

での協議も何から協議をしていけばよいのか等、難しさを感じている。 

按田町長  検討協議会の立上げ時には不安定な部分が出てくるかもしれないが、ま

ずは皆さんに問題意識を持っていただいたうえで協議を進め、きちんと意

見をまとめていきたいと思います。 

皆さんから他にご質問等ございますか。 

長濱委員  検討協議会を立ち上げて進めて周知していくのであれば、地域住民に対

しても理解が得られるのではないか。 

昔に比べると、教職員も地域に溶け込んでいる様子が見られなくなって

きていると感じる。 

教職員も人手不足のため、負担が大きくなっているので仕方ない部分も

あると思う。 

按田町長 豊頃町は子供の数が少ないので、教職員についても比較的熱心に指導を

してくれていることが多いと感じる。 

そのため、教職員への負担が大きくかかっていることもあると思う。 

そういった負担を軽減するためにも、部活動を地域移行していくことで、

地域や行政がサポートする必要があるのではないかと思う。 

皆さんから他にご質問等ございますか。 

各委員 なし。 
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按田町長 よろしいですか。 

それでは、部活動の地域移行については以上とします。次に、その他に

ついて事務局から説明をお願いします。 

森課長 その他については特にありません。 

按田町長 その他については以上とします。 

 これをもちまして第２回豊頃町総合教育会議を終わります。 

 本日はありがとうございました。 

 


